
授 業 科 目 装具学Ⅳ（上肢装具） 

教 育 内 容 専門分野 基礎義肢装具学 

担 当 教 員 那須祐介、吉岡久恵、高嶋孝倫 

学 年 ３ 単 位 数 １ 

開 講 時 期 前期 時 間 数 講義 30 時間 

 

■ 授 業 概 要 

上肢装具を必要とする疾患や障害について、パソメカニクスと装具の機能について履修する。 

■ 到 達 目 標 

１）上肢装具の適応と機能について理解する。 
２）上肢装具を使用した装具療法について理解する。 
■ 授 業 内 容 

第 1-3 回 オリエンテーション、総論、手関節装具  

第 4-5 回 
手の構造と機能 

手の知覚と神経支配、機能解剖、上肢装具の処方 
 

第 6 回 軟部組織損傷、上肢装具の分類、上肢装具のメカニクス  

第 7-8 回 指装具、母指装具 ５月８日小テスト 

第 9-10 回 対立装具  

第 11 回 ダイナミックスプリント  

第 12 回 関節リウマチのスプリント ６月 26 日小テスト 

第 13 回 把持装具  

第 14 回 肘装具、肩装具  

第 15 回 上肢の骨折用装具 ７月 31 日小テスト 

 
■ 評 価 方 法 

 本科目の評価は、「小テスト」、「最終試験」を総合して行う。 

【評価配分】小テスト 10％、最終試験 90％ 

■ 教 科 書 

装具学 第４版、医歯薬出版 

義肢装具のチェックポイント 第９版、医学書院 

■ 留 意 事 項 ・ そ の 他 

＜担当科目における教員の実務経験＞ 
那須祐介：義肢装具製作施設にて義肢装具士として臨床業務に６年間従事。本学院義肢装具学科の専任教員と 

して２年間勤務。 
吉岡久恵：義肢装具製作施設にて義肢装具士として臨床業務に９年間従事。その後、教員（常勤・非常勤含め） 

として 17 年、本学院義肢装具学科の専任教員として４年間勤務。 
高嶋孝倫：外部講師。義肢装具製作施設にて義肢装具士として臨床業務に従事後、本学院義肢装具学科の専任教 

員として 23 年、大学教員として９年間教育に従事。 
 


